
序

身
延
山
短
期
大
学
学
長

望

月

日

滋

里
見
泰
穏
学
頭
の
古
稀
を
記
念
し
て
論
集
が
刊
行
さ
れ
る
事
は
、
定
に
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

先
生
は
、
昭
和
八
年
立
正
大
学
宗
教
科
を
卒
業
さ
れ
、
更
に
研
究
科
へ
進
み
、
同
十
五
年
同
科
を
修
了
す
る
や
、
直
ち
に
祖
山
学
院
助

教
授
に
就
き
、
身
延
山
専
門
学
校
・
身
延
山
短
期
大
学
と
名
称
は
変
り
ま
し
た
が
、
今
日
迄
、
高
等
学
校
を
も
含
め
た
身
延
山
学
園
の
教

壇
上
一
一
筋
の
道
を
歩
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
昭
和
二
十
七
年
に
は
高
等
学
校
校
長
を
、
ま
た
同
五
十
一
年
に
は
短
期
大
学
学
頭
と
な

り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
印
度
学
仏
教
学
会
（
理
事
）
・
仏
教
学
会
に
所
属
し
、
一
貫
し
て
宗
教
学
、
或
い
は
仏
教
学
に
お
け
る
哲
学
的
考
察
を
進
め

て
い
る
事
は
、
そ
の
著
書
・
論
文
に
よ
り
周
知
の
事
で
す
が
、
最
近
で
は
「
七
面
信
仰
の
系
諮
と
展
開
」
「
日
蓮
宗
と
俗
信
仰
と
の
交
渉
」

な
ど
、
宗
門
人
に
も
馴
染
み
深
い
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

宗
内
に
て
は
、
日
蓮
教
学
審
議
会
委
員
、
普
通
試
験
講
習
委
員
長
、
各
種
講
習
会
等
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
、
他
方
、
山
梨
県
私
学
振

興
会
理
事
、
同
私
学
審
議
委
員
、
同
私
学
退
職
金
財
団
理
事
と
、
身
延
山
学
園
を
代
表
し
て
山
梨
県
教
育
会
に
活
動
さ
れ
て
い
る
事
は
、

余
り
知
ら
れ
て
な
い
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
生
は
、
教
育
一
筋
に
情
熱
を
注
が
れ
、
難
解
な
学
聞
を
温
厚
な
態
度
で
授
業
し
、
燕
陶
を
受
け
た
者
は
今
日
迄
多
数
に
上
り
ま
す
が

こ
れ
は
宗
門
が
認
め
る
の
み
で
な
く
、
昨
年
五
月
教
育
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
事
が
顕
然
と
示
し
て
い
ま
す
。

学
頭
と
し
て
本
学
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
又
、
山
梨
県
の
教
育
界
に
重
き
を
な
し
て
来
ら
れ
た
先
生
の
古
稀
を
記
念
し
て
特
集
が
組
ま

れ
る
に
当
り
、
御
健
勝
に
て
更
に
研
鎖
を
積
ま
れ
、
我
々
を
教
導
さ
れ
ん
事
を
願
い
、
慶
賀
の
微
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

（
昭
和
田
・

U
・
お
述
〉


